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㌫　　痛い話とモルヒネと
身近な経験によると、 Odontodynie (歯痛)とOtodynie (耳痛) (ともに独語)が一番我渡の
できないものであった。そのはずであるOシリに付いているodynieがギリシア語のJ8Uリ7] (od-
yne )、即ちpain 「肉体の苦痛」から成語しているからだ。他に、 urethrodynia (尿道痛) 、独
語のNeurodynie (神経痛) 、またラテン語でもpododynia (足痛)等多くある。同じく専門用語





















































vain　教授が、 1907 (明治40)年、 40歳のとき
に著わした外科診断学の本は、外科学の名著の
一つとして、版を重ねたのである。私の所有す
るのはその第5版(1915)である。
本書についてはすこし想い出がある。京大で
の専門課程2年の外科総論講義のはじめに青柳
●
°
●
°
●
友　吉　唯　夫・・・・・
安誠教授が推薦された参考書はただ1冊、本書
であった。そんな古い本を紹介されても入手す
べくもない。ただ、大正時代に大学を卒業され
た医師を父とする友人のT君がそれを持ってい
た。見せてもらうと、図も豊富で魅力的な本で
ある。それ以来、 「de Quervam」の名を念頭
に置きながら古書店を訪れることが続いた。そ
して、ある日ついにこれを見つけたのである。
そのときはもう外科学総論の講義はすでに終っ
ていた。
(泌尿器科学講座・教授)
Q
^sfl^^H]醐　　録EBg
県医師会の「近江の医学史展」協賛
去る10月31日、滋賀県医師会創立35周年の記念事業の一環として、 「近江の医学史展」が県医師
会館で開催され、当館からは緒方洪庵訳の、適塾の教科書として用いられたフ-フェランド著「扶氏
経験遺訓」 (安政4年)を始め、 20種140点余の古医書等を出展し協賛した。
蔵書点検実施
57年8月1日付けで各講座等に備えつけてある図書の蔵書点検を各講座等の方々の協力を得て調
査しました。御協力を感謝します。
10.
10. 28-29
10.　31
ll.　22
ll.　24
12. 14-17
図書館の活動(57.10.1-12.31)
図書館委員会(第31回)
第53回日本医学図書館協会総会(関西医大、於京都ホテル)
滋賀県医師会創立35周年記念「近江の医学史展」協賛(滋賀県医師会館)
図書館委員会(第32回)
近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会第10回開発委員会(奈女大)
JOI S一般研修会
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